
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

５ 最終評価
（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実さ
せた授業に取り組む。

○生徒アンケート「 授業内容は分かりやすい」の肯定的回
答８０％以上
○県や国などの学習状況調査を比較し、本校の学力が向
上している。

・全部の普通学級の授業で、「協働的な学び」の充実のため
に、効果的に「話し合う活動」を設定する。

A

・授業は分かりやすいと答えた生徒が９１％であった。
・「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させた、分
かりやすい授業に取り組んだと答えた教職員が９４％であった。 A

・授業が分かりやすいと答えた生徒が９１％はすばらしい。
・個別最適な学びと協働的な学びを一体的に取り組み、分かりやすい
授業が実施できているのではないか。
・学力検査において、全国や県平均より高い数値が見られ、学校の取
組が伝わりました。

・学力向上対策コーディ
ネーター
・研究主任

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、他者への思い
やりや社会性、倫理観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

①学校評価等で学校生活が楽しいと感じた生徒8割以上
②自己肯定感、自己有用感について、1年を通して高まるよ
うに指導する。

・生徒指導の４機能を意識した多様な教育活動を通して、生
徒が様々な課題に挑戦し、多様な他者と協働することのよ
さを実感させる。

A

・学校評価において、96％の生徒が学校生活が楽しいと回答しており、
目標を大きく上回った。生徒指導の4機能を生かし、生徒が自己肯定感
を感じている結果だと考えられる。しかし、4％の生徒が楽しくないと回
答しており、個別支援を丁寧にしていく必要がある。

A

・生徒の９６％が学校生活が楽しいと答えており、目標を大きく超えてい
る。楽しくないと答えた４％の個別支援が、今後の課題ととらえている。
・生徒同士の人間関係や先生と生徒の人間関係もさることながら96％
の生徒が学校生活が楽しいというのはよい。
・学校が楽しいと感じている生徒も多いが、回答していない生徒がどう
なのかも気になります。
・学校が楽しいと思うことがストレスフリーな生活につながり、心身共に
いい成長につながっている。

・学級担任
・学年担当者
・教育相談担当
・生徒指導主事

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組の充実

　そのために、そ・し・き・人対応の実践
　　そ：早期把握
　　 し：初期全力対応
　　 き：記録対応
　　人：人権意識高く、多様性を認め
　　組織で対応

〇いじめの重大事態へと発展してしまうケースをゼロにす
る。

①相手の立場への共感に基づく、一人一人の多様性を認
め、人に上下はない考え方を日々の実践を通して生徒に手
を変え品を変えて伝える。人は、立場によって同等ではない
が、立場を超えた時、人としては対等
②いじめ情報のアンテナを鋭敏にし、そしき人対応を実践
③いじめ防止対策委員会年間２回以上
④いじめ重大事態に対する平時からの備えができているか
チェックリストを活用する。

A

・いじめの重大事態へと発展してしまうケースはなかった
が、いじめの認知件数は数多く見られた。これは職員や生
徒がいじめに対する意識の高さと考えられる。どのトラブル
も早期発見、早期解決を目標に組織で対応することができ
た。
・いじめ防止対策委員会を2月に開き、いじめ事案の発生状
況や指導方法、被害者へのケアなど様々な視点で、議論す
ることができた。

A

・トラブルに対し、早期発見、早期解決にいじめ事案の発生状況や指導
方法、被害者へのケアなど様々な視点で組織で対応している。
・いじめアンケートの実施を毎月行うことは本当に大変だと思います。
先生方の日常も大変だと思います。
・いじめの実態はなかなか正確に見えにくいと思うが、重大事態に至ら
なかったのは、しっかり対応されているからだと思いました。
・思春期の子供たちを、重大事態になる前の早期対応に感謝します。

・学級担任
・学年担当者
・学年主任
・教育相談担当
・生徒指導主事

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その実現に向けて意欲
的に取り組もうとするための教育活動。
  一人の個を生かすのは、周りの仲間が作る環境であると
いう観点から、個別支援だけでなく、集団の環境づくりのた
めの指導を重視して取り組む。

〇ＱＵで要支援群減少､満足群増加学級90％。自殺念慮
等、要支援群への手立て実施100％
●◎「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な回
答をした児童生徒80％以上
●「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」と
回答した児童生徒80％以上

①生徒指導の４機能を、日々の教育実践で意識して指導に
当たる。
②発達支持的生徒指導・課題予防的生徒指導（課題未然
防止教育）生徒指導として常に「出番→役割→承認」のスパ
イラルを意識し学校行事や生徒会活動などを行う。 A

・QUの結果を職員で共有する研修会を実施し、特に要支援群の生徒
の状況を確認することができた。また、グループ協議により支援の方法
について議論することができた。支援を組織で丁寧に続けていきたい。
・学校評価において、73％の生徒が将来の夢を持っていると回答して
おり、目標の80％を越えることができなかった。進路指導やキャリア教
育などさらに充実させていく必要がある。
・学校評価において、95％の生徒が先生はあなたのよいところを認めて
くれると回答しており、目標の80％を大きく超えることができた。職員が
生徒を承認する機会を増やすことで、自己存在感が高まったことが理
由と考えられる。これからも、環境を整えていきたい。

A

・先生が生徒の良いところを認めてくれていると感じる生徒が９５％と高
く、生徒自身が自分に自信を持ってきている。将来の夢は、徐々に上
がっていくのではないか。
・生徒たちの将来の夢を共有することは大切なこと。また、９５％の生徒
が先生はあなたの良いところを認めてくれていると回答しているのも素
晴らしい。
・夢のある未来を想像しにくい社会情勢の中で、生徒一人一人を受け
入れ指導してくださっているのだと思いました。
・生徒会活動や体育大会の生徒たちによる活動を行うことで、主体性を
高めることにつながっていると感じた。

・学級担任
・学年担当者
・学年主任
・教科担任
・各行事担当者
・教相談担当
・生徒指導主事

○５月連休明け、９月、１月などの孤立感による不登校が増
加しやすい時期の前に、生徒指導部の連携・協働によっ
て、手立てを計画的に講じ、実践する。観察→方向づけ→
実践→評価

①中学校に入って不登校になる割合を、多い学年で１％未
満に抑える。
②不登校の生徒やその保護者が孤立しないように、サポー
ト相談員、SC、SSW、他の関係機関と連携して対応している
割合を100%とする。

・生徒指導部からの「成章の心」、教育相談部からのたよ
り、等の各種便りを通じてや、集会や個別の連絡を通じて、
集団として、絆感を高めたり、多様性を尊重したりする意欲
を高めるとともに、個が集団の中で自己存在感を高められ
るようにメッセージを送る。

A

・毎週ある生徒指導部会と教育相談部会で、気になる生徒のケー
ス会議を増やすことで、情報共有と手立てを計画的に構じること
で、方向づけと実践ができた。その中で、サポート相談員、SC、
SSW、他の関係機関との連携を図ることができた。
・中学生に入って不登校になる割合を、２％未満に抑えることがで
きるように丁寧に指導してきた。

A

・部会や会議を増やし、気になる生徒の情報共有と手立てを計画的に
講じて実践している。
・サポート相談員、ＳＣ，ＳＳＷ、他の関係機関との連携が十分機能して
いるのがよいのではないでしょうか。
・負担も大きいでしょうが、いろいろな立場の方が連携し、丁寧に取り組
まれていらっしゃるのだと感じました。
・心の教育と重なっている部分があると感じた。

・学級担任
・学年担当者
・教育相談担当
・生徒指導主事

●健康・体つくり

●望ましい生活習慣の形成
●「安全に関する資質・能力の育成」

○「朝、自分で起きている」と回答する生徒７０％以上
○「健康に良い食事をしている」児童生徒80％以上
●生徒の交通事故を０（ゼロ）にする

・小中連携組織の家庭の学び部会での推進や保護者への
啓発（保健だより・食育だより）を行う。
・登下校時の交通指導を年間を通して行う。
・生徒会を中心とした啓発活動の推進

B

・「朝、自分で起きている」と回答する生徒72％、「健康に良い食事をし
ている」と回答する生徒92％を達成することができた。今後も望ましい
生活習慣の形成に向けて啓発を行いたい。
・年間の交通事故件数が11件発生。登下校での自転車の乗り方に対し
て外部からの苦情もあった。校内放送や街頭での見守りを実施した
が、実際に自転車を使っての交通安全教室が実施できなかったので、
来年度は実施したい。

B

・起床、食事は本来家庭教育である.。望ましい生活習慣の形成に取り
組まれている。登下校での自転車の乗り方の教育の徹底をお願いしま
す。
・「健康的にいい食事をしている」と92％の生徒が回答しているのはす
ごいです。交通関係については、ルールが変わってきたことからも校内
での自転車指導が必要だと考えます。
・中学生という年頃には、講義形式より具体的に状況を体感できるよう
な交通安全教室の方が心に残るような気もします。
・自転車の青切符制度導入されるので、交通ルールの熟知をお願いし
たい。

・養護教諭
・交通安全担当
・生徒会担当

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削減 ●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限を遵
守する。
●年間20日の年次休暇のうち、職員１人当たりの年次休暇
の取得日数14日以上
●生徒指導事案があっても年間720時間以内の超過勤務
時間実践100％

・定時退勤日の設定（水曜日）
・学校閉庁日の設定
・部活動ガイドラインの遵守、部活動休養日の設定
・年間を見通した計画的な年休取得 B

・年次休暇の取得日数が１４日以上の教職員が10人（23.3%）であった。
職員１人当たりの平均取得日数は、10日６時間56分であった。
・超過勤務時間年間720時間以内は全教職員が達成見込みである。
・部活動休養日については毎月ほぼ設定できている。毎週水曜日を定
時退勤日としているが、退勤できなかった日も多かった。 B

・年間超過勤務時間720時間以内は全教職員が達成できる見込みであ
る。設定している定時退勤日とともにさらに努力を継続してください。
・先生方の年次休暇取得については難しいところですね。部活動休養
日もほぼできているということで生徒の学習意欲が増せばいいですね。
・先生という立場上、学校が休みの期間しか休みが取りにくいと思いま
す。時間内で同じ量の業務をこなすのにも無理があり、人員補充できた
らいいのですが。
・残業時間が減少することを願っています。

・管理職
・部活動担当

○勤務時間を意識した働き方を浸透させる。ワークアンドラ
イフバランスを実現するために、教職員が自己管理の中の
タイムマネジメントに関わる資質・能力を向上させる。

〇教育者として、健康で、かつ、充実した１年だったと答える
職員90％以上。
〇ライフステージをカバーし合う雰囲気が職場にあると学年
主任と管理職全員が思う。

・衛生・健康管理委員会を年3回以上実施
①毎月のゼロの日の取り組みの充実、不祥事ゼロ
②ライフステージをカバーし合う雰囲気があると答える職員90％
以上できたら100%を折に触れて、管理職が職員に伝える。
③コロナ禍明けで、コロナ禍以前に戻すのではなく、コロナ禍の知
恵も生かした新しい学校行事等の工夫

B

・「不祥事ゼロ」を全教職員が意識していたが、軽微なものを含め、交通
事故が３件発生した。
・時間外在校時間は、12月までの平均で30時間29分であり、前年度よ
りも約５時間の短縮ができている。
・職員間で、あ互いにカバーやフォローし合う雰囲気があると答えた教
職員の割合が１００％であった。
・年度途中で病休取得した職員が複数名おり、教職員として、健康かつ
充実した１年だったと答えた教職員の割合は80％にとどまった。

B

・職員間でカバーやフォローし合う雰囲気が100％であれば、時間外在
校時間はさらに短縮できるのでは。
・健康管理には食事及び十分な睡眠でストレスを抱え込まない。
・年度途中で病休取得した先生がおられることは大変だと思います。先
生方の心のケアも必要ですね。
・不登校や特別支援教育、部活動など業務が多い中、カバーし合うの
が当たり前のような雰囲気で少しでも負担が減っていけばと思います。

・管理職
・教務主任
・養護教諭
・各行事担当教員

●特別支援教育の充実

○合理的配慮を必要とする生徒に対して、本来受けうるべ
き利益を受けられるよう手立てを講じる。
○個別の教育支援計画から、自立活動を生徒に関わる全
ての職員が共有し、協働した教育活動を展開する。

〇日々の生活面や学習面などの支援体制を充実させるた
め、個別の教育支援計画、個別の指導計画を必要とする生
徒に対し、その作成を100パーセント達成。
〇教員のほか、学校生活支援員、特別支援教育支援員を
配置し、支援を必要とする生徒１人への週2時間以上の授
業帯同（合理的配慮）を100パーセント達成。
〇生徒、保護者や小学校との情報共有を行い、時間割作
成や授業内容、学校行事などにおいて、生徒が安心して過
ごせる教育支援体制の整備を100パーセント達成。

・担任を中心に全職員で生徒の実態把握、情報共有を行
い、個別の教育支援計画、個別の指導計画の作成後に、特
別支援学級担当職員で内容を確認する。
・教員のほか、学校生活支援員、特別支援教育支援員の時
間割を作成する。また、教員と支援員の情報共有の機会を
作る。
・生徒、保護者面談、小学校との連携会議を計画・実施す
る。また、小学６年生対象の中学校見学・説明会を7月に実
施する。
・特別支援教育研修会の実施。

A

・日々の生活面や学習面などの支援体制を充実させるため、個別
の教育支援計画、個別の指導計画を必要とする生徒に対し、そ
の作成を100％達成した。個別の教育支援計画、個別の指導計画
を確認し、学習面や生活面の指導を行っている教職員が91％で
あった。
・教員のほか、学校生活支援員、特別支援教育支援員を配置し、
支援を必要とする生徒１人への週2時間以上の授業帯同（合理的
配慮）を100％達成した。
・小中連携会議や保護者面談を実施し、生徒、保護者や小学校と
の情報共有を行った。時間割作成や授業内容、学校行事などに
おいて、生徒が安心して過ごせる教育支援体制の整備を100％達
成した。

A

・教職員及び生徒、保護者との情報共有を図り、生徒が安心して過ご
せる教育支援体制を100％達成することができている。
・個別の教育支援計画や個別の指導計画を作成するのが大変だと思
います。
・負担も増え、簡単ではない取組だと思います。先生だけでなく、生徒も
含めて学校全体で助け合える関係になれたらと思います。（理想論です
が）
・教職員と支援員の活躍でいい結果が出ていると想像されます。引き続
きよろしくお願いします。

・学級担任
・学年担当者
・学年主任
・教科担任
・各行事担当者
・教育相談担当
・生徒指導主事

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●○学力の向上

○一人一台端末を用いて、すべての教科で学習ログを活用
する。

○「学習ログを用いたことで、自分から進んで学ぶことが以
前よりもできるようになったか」（肯定的回答８０％以上）

・全職員が「学習ログ」を効果的に活用した授業を実践する
ように、研修会を開催する。
・業績評価表（自己目標申告書）の学習指導の重点取組内
容に学習ログの活用について明記する。 B

・学習ログを用いたことで、自分が学んだことや学び方を振り返る
ことができたと答えた生徒が７３％以上であり、成果指標にわずか
におよばなかった。
・学習ログを活用して、授業改善を行った教職員が７７％にとど
まった。

B

・学習ログの活用が今後定着していく中で効果がはっきり見えてく
ると思います。 ・学力向上対策コーディ

ネーター
・研究主任

●○特別支援教育の充実

○合理的配慮を必要とする生徒に限らず、診断のない、い
わゆるグレーゾーンの生徒に対して教育的支援を充実さ
せ、インクルーシブ教育を推進する。

○個別最適な学びである「インクルーシブデザインの視点を
持って授業改善を図ったか」（肯定的回答８０％以上）

・佐賀大学准教授による定期的な講義及び模範授業、演習
を実施する。
・「自己理解」をキーワードに、自立活動やインクルーシブデ
ザインの視点を持って授業改善を図る。

A

・佐賀大学准教授による「自己理解」をテーマにした自立活動の模
範授業を実施した。
・個別最適な学びである「インクルーシブデザインの視点をもって
授業改善を図った」という教職員が90％以上であった。 A

・生徒一人一人への細やかな指導を期待します。

・特別支援教育コーディ
ネーター

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

主な担当者
最終評価 学校関係者評価

（１）【合理的配慮の提供】インクルーシブデザインの視点をもって教育活動を仕組む。
（２）【不登校対策】生徒一人一人に絆感を育み、新たな不登校の生徒を生まないようにする。
（３）【学力向上】主体的・対話的で深い学びの視点から授業改善を図り、学習ログを蓄積し、学びを可視化することで生徒の学習改善につなげる。

学校名 佐賀市立成章中学校

４ 重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５ 総合評価・
  次年度への展望

・全国学力・学習状況調査、佐賀県学習状況調査では、平均以上の結果を収めることができているので、維持していきたい。
・インクルーシブデザインの視点を持って教育活動に取り組むことができた。また、教職員間での情報共有、関係機関との連携により、生徒一人一人にきめ細やかな指導を行うことができた。
・生徒、保護者、教職員アンケート共に本校の教育活動に対する評価は、全体的に良い結果であった。個々の課題に対しては工夫改善し、よりよい学校づくりに取り組みたい。
・生徒用端末の活用と学習ログの取組を継続しながら、教職員の授業改善、生徒の学習改善につなげる教育活動を推進していく必要がある。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

１ 前年度
  評価結果の概要

・生徒アンケート、保護者アンケート共に本校の教育活動に対する評価は、どの項目も良い結果であった。また、全職員で協働的な学びに取り組むことを通して、魅力ある学校づくりに取り組むことができた。
・全国学力・学習状況調査では、全国平均以上の結果を収めることができた。
・不登校生徒数の減少が課題。新たな不登校を生まないことをめざし、次年度も引き続き不登校対策に力を入れて取り組みたい。
・ICTの効果的な活用を意識した取り組みを充実し、教育活動の改善をしていく必要がある。

２ 学校教育目標
心豊かに 自他を高め 章（あや）を成す
・成章の心（世の中を明るく照らす明るい心で、弱いものを助け自らのプライドを高める正しい心で物事を判断・行動し、誠心誠意の姿に感動する美しい心）で自らの良さを伸ばすとともに他人の良さを尊重する。それぞれの良さを織りなし、美しく物事を成し遂げることで、絆感
（居場所のある安心感、仲間への信頼感と思いやり、多様な考えを尊重する人権感覚で結ばれた感覚）や3観点の学力を獲得する。

３ 本年度の重点目標


